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私たちは日常的にチョコレートを目にし、口にしている。それはコンビニから高

級百貨店まであらゆるところでしかも手軽な値段で手に入れることができるからだ。仕事

の合間、食後、授業中にチョコレートをほおばっている人は必ずいるといっても間違いで

はない。このように今となって私たちの生活にチョコレートの存在は欠かせない。このよ

うな常識とも思えるチョコレートの日常化は日本だけではなくどの先進国でも同じである

ようだ。実際にバレンタインデー、誕生日、ハロウィン、クリスマスなどのイベントでチ

ョコレートは引っ張りだこである。しかしチョコレートを愛してやまない老若男女の大半

は至福を味わう事のできるチョコレートの裏側に存在する黒い過去、そしてその存在が未

だに多くの人を苦しめている現状に気付くことなく簡単にチョコレートを堪能している。

チョコレートの原材料であるカカオがどのように、誰の手によって栽培されているのか、

カカオの裏側にある連鎖を何人の人が壊そうとして失敗しているのか、そして何よりもカ

カオ農園で働く人々がチョコレートを見たことも口にした事も更にはその存在すらも知ら

ないという真実を知ってチョコレートを食べている人はそういないであろう。 
この論文では昔からチョコレートすなわちカカオの魅力によって生まれた生産者

と消費者の溝、そしてそれぞれコートジボワールの悪循環、エルセイボの好循環を紹介し

たあとその連鎖はどうすればなくなるか、そして私達にできることについて述べたい。 
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